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、

一

一.

一ご

照
鷹
の
理
論
と
肚
會
及

経
済
統
計

蜷

川

虎

三

照
憲
の
理
論
は
、
統
計
學
上
重
要
な
る
地
位
を
占

め

現
今
に
於

い
て
は
、
此

の
理
論
に
依

っ
て
研
究
さ
る
べ

き
問
題
は
極

め
て
多
ぐ
、
輩
に
生
物
學
の
研
究
の
範
園

に
恨
ら
る

べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
然
る
に
我
越

}

～



に
於

い
て
は

、
此

の
方
法

に
依

る
統

計
研
究
は
比
較
的

少
く
、

そ
の
利
用

の

一
般
化

さ
れ
ぬ
が
如
く

に
考

へ
ら

れ

る
。
寡
聞
な

る
私

の
知

ろ
所

で
は

、
稻
垣
博
士

、
高

ホ

田
博
士
、
故
遠
藤

博
士

の
著
書
論
文

に
於

て
此
の
方

法

に
依

る
研
究

を
僅
一に
見

る
の
み
で
あ

る
。
此

の
事

は

ユ

ー

ル
が
、
願
意

理
論
が
軍

に
生
物
測

定
學

に
於

い
て
利

用

さ
る

、
の
み
な
ら
す

、
趾
會

統
計
乃
至
は
経
済
統

計

に
於

い
て
も
用

ひ
ら

る

べ
き
世

界

の
廣

き
を

説
き
,「
此

の
非
常

に
興
味

あ

る
方
法

に
就

い
て
、

一
般

の
人

々
の

注
意

を
喚

起

し
、
佃

一
層

、
…進
ん
だ
研
究

を
な
す

π

め

の
暗

示
た
ら

し
め
た

い
」

巴
吉
ふ
主

旨
で

か

い
た
文
献

キ

ネ

紹
介
の

一
小
論
交
を
此
所

に
紹
介
す

る
事
は
、
或
は
陳

腐
か
も
知
れ
な
い
が
、
決
し
て
無
用
の
事
ε
は
思
は
れ

な
い
の
で
あ
る
。
而
て
火
、

ユ
ー
ル
が
此
の
論
文
を
書

い
た
以
後
に
於
い
て
、
経
済
統
計
の
範
園

に

限

っ

て

も
、
照
慮

の
方
法
に
俵
る
研
.究
は
決
し
て
僅
少
で
は
な

い
の
で
、
今
後
此
等
の
問
題
に
燗
れ
る
に
就

い
て
も
、

大
鑑

そ
の
獲
蓮

の
過
様
を
文
献
的
に
知
り
置
く
事
は
便

利
で
め
る
ε
思

っ
て
自
分
の
説
明
を
加

へ
つ
、
、
石
の
.

論
文
の
梗
概

ε
、
引
用
文
献
の
極
め
て
重
要
な
る
も
の

価雑

録

照
懸
の
理
論

ミ
肚
會
及
経
済
統
計

ε
を
此

所

に
紹
介
す

る
事

ご
し
た
め

で
あ

る
。

照
慮

論

の
基
礎

は
、
最
少
自
乗

法
(
巳
m
毎
o
ユ

oコ

o員・
1

。・峠超
昆
冨
b。)

で
め

る
か
ら

,
今

、
照
恋

論

の
文
献
を
尋

ね

る
場

合

、
明
確

に
之
を
数

學

の
文

献

置
隔
別
す

る
事

は
困
難

で
は

あ
る
が
、
誤
難

の
理
論

に
關

す

る
多
撒

の

研
究

中
、
此

の
問

題

に
最

も
關
.係

の
深

い
の
は

ア
ー
、

ブ

ラ

ベ
ー
の
研
究

で
あ

る
。
然

し
、
現

今
照

照

の
計
算

に

用

ひ
ら

れ
て
る
る
乗
積

公
式
(暇
o号
臼

・。[葺

∂
§

周智
)
・

は
古
一

一
八
四
六

年

に
ブ

ラ
ベ
.!
に
依

っ
て
、
此

の
簡

躍
な

る
形
式

で
論

ぜ
ら

れ
た
も

の
で
な

い
事
は

言

ふ
迄

も
な

い
。
實
際
統

計
法

ε
し
て
利
用

さ
れ
た

の
は
、

サ

ー
、

フ
ラ

ン

シ
ス
、

ゴ
ー

ル
ト

ソ
に
依

る
も

の
で
あ

っ

て
、

か
の
照
鷹
係

数
は

、

↓
時

は

ゴ
ー

ル
ト

ソ
の
函
数

こ

い
は
れ

た
も
の

で
も
明

か
な
所

で
あ

る
。
而

て
叉
、

ゴ
ー

ル
ト

ン
は
、
彼

の
取
扱

つ
た
材
料

に
よ

っ
て
、
頻

繁
藪

の
分
布
を
論

じ
、
僻

、
デ

そ
ッ

ク

ソ

ン
ε
の
共

同

研
究

に
依
っ

て
、

そ
れ
が
誤
差

の
法
則

に
從

っ
て
お
る

も

の
で
あ
る
事
を
説

明
し
た
。

二

つ
以

上
の
攣
藪
・に
關

ま

る

す

る

一
般

理
論
は
、

エ
ソ
ヂ
ウ

オ
ー

ス
及

ピ
ア
ソ

ソ
に

依

っ
て
、
頻
繁
敷

の
正
常

分
布
の
見
地

か
ら
研
究

さ
れ
、

第

+
八
巻

(第
三
號

一
四
五
γ

宍
九
五
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難

鐵

照
慮
の
理
論
ピ
泄
會
及
経
濱
統
計

而

て
、

ピ
ア
ツ
ン
は
、
乗
積
公
式
を

ば
、

そ

の
研
究

に

於

い
て
、
實
際

に
用

ひ
た

の
で
あ

る
。
億
此

所

に
附
け

加

へ
て
直
ぐ
必
要

の
あ

る
の
は

、
ゴ

ー

ル
ト
ソ
の
照
慮

係
数
計
算

の
方
法

は
圖

計
算

に
依

つ
π
も
の

で
あ

る
ξ

吉

ふ
事
で
あ

る
。

誤

差
の
理
論

か
ら
與

へ
ら

れ
た
頻
繁
激
の

分
布

の
形

式

に
於

て
は
、
之
を

一
般

に
経
済
統

計

の
研
究

に
利
用

し
難

い
の
で
、
此

の
照
態

の
公
式

及
其
性
質

を
演

繹
す

る
に
は
頻
繁
数

分
布

・し
は
關
…係

な
く
す

る
方

が
便

利
で

あ
る
事
は
明

か
な
所

で
あ
る
が
、
此

れ
に
就

い
て
な
し

た

ユ
ー
ル
の
貢
献
麗

、
人

な

る
も

の
ξ
吉
は

な
け
れ
ば

な
ら

な

い
。
而

て
偏

照
慮

(勺
〔三
型
8
「「」
薮

o巳

の

研
究

も
、
初

め
て
此

の
研
究

に
於

い
て
な

さ
れ
だ
も

の

で
あ

り
、
又
照
慮
計
算

も
彼

の
用

ひ
た
特
殊

の
記
航
法

に
依

っ
て
代
藪
及
算
術
約

手
績
を
可
成

に
簡

輩

に
さ

れ

た
事
は
特
筆

し
て
よ

い
事
で

あ
る
。

無
慮

係
敷

の
蓋
然
誤
差

の
公
式
は

ピ
ア
ソ

ソ
に
依

っ

て
初

め
て
興

へ
ら

れ
た
も

の
で

あ
る
が
、

そ
れ
は
少

し

く
誤
謬
を
含

ん
で

お
り
、
正

し

い
結
果
は

、

そ
の
二
年

月

後

に

於

い

て

、

ピ

ア

ソ

ソ
及

フ

イ

ー

ロ

ン
に

依

っ

て

、

第

十
八
巻

〔第

三
號

一
四
六
)
、

占ハ
九
六

獲
展

さ
れ

π
も
の
で
あ

る
。
此

れ
に
就

い
て
、

ユ
ー
ル

の
説

明
及
注
意

が
詳
し
く
述

べ
ら

れ

て
あ

る
が
、
獲
達

の
概

要
を
述

べ
る
本

文

ご
、
深

い
關

係
が
無

い
か
ら

、

省

略

し
て

お
く
。

照
慮

の
理
論
が
、
最
近
進

歩

し
且

つ
愁

ら
く
、
將
來

に
於

い
て
獲
達

す

一、
き

ご
岩

へ
ら

れ

る
方

向
は

、

一
次

で
な

い
復
　趾
方
程

式

バ
器
讐
留
甑
o
昌

β
舞
ユ
o
ロ
)

が
王

で
あ

る
所

の
場
合

に
就

い
て
の
研
究
.で
あ
る
。

ピ
ァ
ソ

ソ
は

全

が、
て

か
か

る
場
合
を
頻
繁
敬

の
理
論

か
ら

は
、

の

別
個
に
考
察
し
た
の
で
め
る
。
頻
繁
敷
の
理
論
の
立
場

ロ

ァ

か
ら
研
究

し
把
艇
差

の

一
般
的

法
則

に
關
す

る

エ
ソ
チ

ウ
オ

ー
ス
の
著
作

ば
恐
ら
く
近

年
に
於
け

る
最
も

重
要

な

る
も
の
・し
吉
は
な

け
れ
ば
な
ち

な

い
。

以

上
は
大
禮

、
照
悉
理
論

の
獲
達

を
述

べ
た
も
の
で

あ
る
が
次

に
、
そ

の
理
論

に
依

る
方
法
郎
3
り
統

計
法

・し

し
て

の
照

慮

の
獲

蓬
を

、
順
序

を
追

ふ
て
説

く
こ
亡

、

す

る
。
前

達

し
た
様

に
照
悉

理
論
は
生
物
畢

の
研
究

に

用

ひ
ら
れ
て

お

っ
た

も

の
で
あ

る
が

、
そ
れ
が
、
脛
濟

問
題

の
統

計
的
研
究

に
適
用

さ
れ
た
最
初

の
も

の
は
、
.

貧
民

救
助

ご
貧
民
撒

・し
の
關

係

に
就

い
て
、

ユ
ー

ル
が

2)
3)
4)
5)

6)
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F

一
入
九
五
年

の
十

二
月
及

一
八
九
六
年

の
十

二
月

に
、

団
8
旨
o
日
冒

甘
口
已
巴

に
載
せ
た
論
　久
で
あ

る
。
此

の

一

部
は

、
彼

の
著

書

〉
旨
旨
耳
0
9
亀
〔託

けo
夢
Φ
月
募
。q

験

しD
仲註
ωユ
8

に
も
載

せ
て
あ
る
か
ら
、

其
内
容

は
此

所

に
は
説
明

の
勢
を
省

い
て
お
く
。

次

に
諭

せ
ら

れ
π
繧

濟
上

の
問
題

は
、

ボ
ウ

ー

レ
ー

が
彼

の
統
計
學

原
理

に
於

て
、

一
例

こ

し
て
擧

げ

た
、

長
年

に
「旦
る
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
及

ウ

エ
川
ス
に
於
け

る
婚

姻
牽

ε
小
変

の
値
段

`
の
關
係

に
就

い
て
論
じ

だ
も
の

で
あ

る
。
、此

の
研

究
法

は
グ

ラ
フ
の
問
題

ご
し
て
見

て

も
照
患

ε
關

聯

し
て
興
味

あ
る
も

の
ε
言

は
な

け
れ
ば

ポ

な
ら

な

い
。
然

し
、
か

、
る
場
合

に
は
、
特

殊
な
困
難
な

事
が
起

っ
て
來

る
。
そ
れ
は
愛

藪

の
各

に
於
け

る
攣
動

は
二
種

の
相

異

つ
た
性

質

の
も

の
を
含

ん

で
み
る
か
ら

で
あ

る
。
即

ち
年

々
可
成

の
量

、
或

は
天

一
の
遍
期

に

似

た
性
質
を
持

つ
所

の
緩
慢

の
動
揺
及

び
、

そ
の
程

度

に
差

は

あ
る
が
、
急
速

の
攣
動
即
ち

之
で
あ

る
。
短
期

間

の
攣

動

は
、
或

は
非

常

に
相

關
嚇

し
て

み
て
も

、
緩

慢
攣

化
は

、
至
く
相

關
聯

せ
澱
場
合

が
あ

る
し
、
ヌ

之

れ

ビ
全
く
反
野

の
場

合

が
あ
り
得

る

の
で
あ

る
。

か

、

雑

録

照
慮
の
理
論
ピ
肚
曾
遊
脛
濟
統
計

る
場

合
は
私

が
、
嘗

っ
て
、
日
銀
物
債
指

数

ε
兌

換
券

.

毎

月
李

均
獲
行

高

ご
の
照
悠

を
計

算
し
た
場
合

(本
誌

]
七

ノ
四
)

に
於

て
も
見
ら

れ

る
の
で
あ

っ
て
.
そ
の

場
合

に
ご

つ
た
計
算

注

に
於

て
は

、
長

年
間

の
璽
動
は

短
期
間

の
鍵
化

を
蔽

ふ
て
、
之
を
示
す

事

が
な

い
か
ら

照
慮
係
数

の
値

は
極

め
て
高

い
も

の
亡
し

て
表

さ
れ

て

み

る
。
從

っ
て
、
短
期
閲

の
鍵

動

の
關
係

を
知

ら

う
`

す

る
場
合

に
於

て
は
、
影

ε
腎
巴

・・Φ膏
切

に
施

す
方
法

は

聞
冨
ρ
器
コ
o団
胃
膏
㎝

に
施
す
方
法

ε
異

っ
て
來
な

け

れ
ば
な
ら

な

い
の

で
あ

る
。
此

の
黙

に
就

い
て
研
究

し

た

の
が

フ
ソ

ヵ
ー
で
あ

る
。-
帥

ち
此

の
研
究

方
法

は
、

冷
期
間

の
卒
均
値

を
求

め
、

そ
の
爪†
均
億
一ピ
、
各

項

さ

の
差

を
見
出

し
、

之
を
乗
積

公
式

に
代

入

す

る

の

で

は
な
く
、
此

の
牛
飼
値

の
代
り

に
、
短
期

間

の

孕

均

(
ゴ
淋
碧
冨
需
。
島

巽
。
田
㈹
m
)

よ
b

の
偏
倚

を
算
出

す

る

の
で
あ

る
。
此

の
短
期
半

均
笹

ご
は

、各

年

の
、前

後

、

七
年
、
九
年

、
乃

至
十

一
年

の
卒
均

を
指

す
も

の
で
、

所
謂
移
動
雫
均
法

〔日
。
筈
&

9

已
o
<
ぎ
σq

>
<
。歴
αq
。
)

に
倹

る
も
の
で
、
前
掲

、
稻

垣
博
士

、
高
田
博
⊥
⊥
の
方

法
は
之

に
依

る
も

の
で
あ
る
。

フ
ッ

カ
ー
は

、
此
方

法

第
十
入
巻

(第
三
號

「
四
七
)

六
九
七
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艦

齢

照
慮
の
理
論
ε
肚
會
及
経
済
統
計

第
†
八
巻

(第
三
號

一
四

八
)

六
九
八

を
用

ひ
て
、
婚

姻
摩

ビ
輸
出
入

及
手
形
交
換

高
ご

の
問

七
三

で
あ

っ
た
。
.
ユ

ー

ル

は
此
れ

ご
は
關

係
な
く

、

う

の

に
高

い
照

鷹
を
、
小
変

の
値
段

ε
の
問

に
之

よ
わ

や

、

同
じ
材

料

に
依

っ
て
、

一
〇

・八
七

の
照
鷹

を
得

た
、
ユ

低

い
照
慮

を
見

出

し
た

の
で
あ

る
。
而

て
彼

は
、
婚

姻

ー
ル
は
此

れ
に
就

い
て
も
前
年
或

は
前

々
年
等

の
照
慈

率

の
偏
倚

を
ば
、
輩

に
同
年

の
商

業

の
量

の
偏
倚

に
照

を
求

め
覇
問
注
を
施

し

て
、
婚

姻

率

ご
出
生
率

ビ
の
關

慮

せ
し

め
た
ば

か
り
で
な
く
、
次
年

、
.及

び
前
年

の
ぞ

係
を
求

め
て

み
る
。

れ

だ
照

慰
せ
し

め
た
の
で
あ

る
、
斯
く

し
て
増
婚

姻
牽

ヒ
ー

ロ
ン
は
、

産
児

力

ご
　肛
曾
的

身
分

ご
の
關
係

を

・
繕

・
肇

・
手
形
鑑

曹

の
罎

鴨

・
二

・
・
す
・
π
め
に
、。山
塞

(出
産
年
讐

在
・
既
婚

九

で
、
同
年

ざ
は
、

+
○

。四
七

、
前
年

ε
は

+
○
・
九

婦
人

に
就

い
て
)

ε
、
倫
敦

の
異

っ
た
匠

域

に
於

け

る

二
.
前

々
年

ε
は

、

+
Q
・
七
六

で
あ
る
、

此
等

の
結

肚

曾
階
級

の
状
態

の
種

々
の
測
定
量

ご
の
照
礁
を

ぱ
相

乗

に
就

い
て
補
間

法

(
一【膏

も
。
算

【8

)
を
施

し
て
見

る

異

れ

る
時
期

に
就

い
て
二
回

に
亘
り

之
を
研
究

し
た

の

の

に
、
極

大

の
照
惹
は

.
婚
姻

牽

巴

一
年
四

ケ
月

前

の

で
あ

る
。

そ

の
嘔

域

に
於

け
る
肚

會
状
態

の
測
定
量

に

手

形
交

換
高

ビ
の
問

に
存
在
す

る
事

だ
な

る

の

で

あ

は
、
下
女

の
人

口

に
謝

す

る
割
合

、
自
由

職
業
者

の
割

る
。
年
度
を
愛

へ
て
照

慮

せ
し
む

る
方
法

は
脛
濟

統
計

合
、

一
般

勢
働
者

の
割
合

、
質
屋

の
割
合
等

の
材

料
が

研

究
上
、
屡

々
興
味

あ

る
結
果

を
與

へ
る
も

の
で

あ
る
.

用

ひ
ら

れ
花

の
で
あ
る
。
照

悉
は

】
九
〇

一
年

に
於

い

事
は
注
意

の
僧
殖

が

あ
る
。

て
全

べ
て
高
く
而

て
肚

會

の
上
履

階
級

に
就

い
て
照
慮

同
様

の
研
究
方

法
は

エ
ム
、

マ
ー

シ
ユ
の
論
文

に
飛

せ
し

め
た
何

れ
の
測
定

量

も
負

で
あ

っ
だ

。
即
ち

、

「

め

て
も

之
を
見

る
事

が
出

家

る
。
、
彼

は
、
諸
種

の
照
慮
關

・
般

に
、
出

産
率

は
最

も
下
履

階
級

に
於

い
て
高

い
の
で

係

の
例
示
中
、
婚

姻
牽

の
攣
動

ご
失
業

巴
の
關
係

、
婚

あ
る
。
然

し
、
照
恋
は

一
八
五

一
年

ご

一
九

〇

一
年

ご

姻
率

ε
出
生
率

の
關
係
等

の
結
果
を

與

へ
て
る
る
が
、

の
問

に
於

い
て
、

一
大
鍵

化
を
示

し
て
み
る
。
即

ち
前

そ
れ
に
依

れ
ば
、
婚

姻
牽

ご
失
業

ご

の
照
慮

は

↓

○

・

の
年

に
於

い
て
は

、
そ
れ
ら

の
昭
…鷹

は
、
井
常

に
小

で

12)

13)

11)

M.March,'℃ompari50nnum6rique〔lecourt⊃ 巳5$tati5tiques脚'Journaldela

Soci61壱c'eSatistiquedeParis 【305,

OntheChangesintheMarriageandBirth-rateinEnglandandYule,``
"サ

,R.S,S.1go6、Walesduringthethepasthulfcentury

OrldleRelationofFerしilityinMantoSocialStatusDrapersC(》.Heron,

Re=ea・ChMemoirslgo(～ ・
」

■



あ

っ
た

の
で
あ

る
。
之
れ
蓋

し
、

下
層
階

級

に
於
け

る

妻

の
若

い
年
齢

の
者
が
多

く
算

へ
上
げ
ら

れ

泥
結
果

に

依

る
も

の
ざ
想
像

さ
れ

る
。

ご
言

ふ

の
は
、
年
齢

に
就

一

い
て
必
要

な
材
料

は

　
八
五

一
年

の

ヤ
ソ
サ

ス
に
は
鉄

け

て
る
た

か
ら

で
あ
る
。
更
.に
此

の
研
究

に
依

つ
f

、小

さ
れ
た
署
.し

い
製
化

は
、

】
入
五

一
年
に
は

、
出
産
牽

(
妻
の

)
ε
乳
児

妬
心

こ
の
聞

の
照
慮

は
偵

で

あ
り

、
然
.

か
も
負

を
袢
纏

し

て
来

た
の
で

あ
る
に
も
絢
ら
す

、

一

九
〇

一
年

に
は
、
照
慰

は
、
大

に
、
且

つ
正

こ
な

つ
々

ε
吉

ふ
事

で
あ

る
。
照

慮
研
究

の
買
用

は
、

か

、
る
熟

に
於

い
て
そ
の
償
値

を
見
出
だ

さ
れ

る
が
如

く
に
思

は
…

れ
る
。

前
述

し
た
諸
研
究
中

に
取
扱

は
れ
た
人

口
動
態
統

計

の
問

題

に
就

い
て
は
、
櫛
比

の
方

法
が
、
特

に
適
用

さ

れ

る
廣

い
世
界

の
あ

る
も

の
ε
考

へ
ら

れ

る
し
叉

、
此

の
研

究

さ
れ
た
諸

材
料

ば
軍

に
英
国

の
統
計

の
み

に
限

ら

る

バ、
き

で
な

く
、
叉
出
生
、率

の
減
少

や
、
貿
易

の
消

長

ε
婚

姻
牽

の
璽

化

こ
の
關
係

の
性
質

等

に
墨

し
、

↓

居

の
光
明
を
與

ふ
可
き
も

の
で
あ

っ
た

だ
確

く
信
ず

る

者
で

め
る
ε

ユ
ー

ル
は
述

べ
て

み
る
が
、
更

に
此

の
方

難

錐

照
慮
の
理
論
ご
計
會
玖
響
濟
統
計

法

が
死
」亡
牽

に
影
響
を
及

ぼ
す
諸

原
因
を
説

明
す

る
に

.

田
川
ひ
ら

れ
た
唯

一
の
も
の
は
、

ニ
ユ
ー

ス
ホ
ル

ム
の
研

究

で
あ

っ
て
、
-
彼

は
肺
勢

の
減

少

の
標
題

を
論
ず

る
に

.

此

の
・万
法
を
用

ひ
か
の
で
あ

る
。
叉

工
場

勢
働

の
婦
人

.

の
職
業

ご
乳
児

の
死
亡
率

の
關
係

の
如

き
は
、
此

の
方

法

に
依

り
、
充

分
研
究

さ
る
14

き

…
好
題
目

ε
吉

は
な

け
れ
ば
な
ら

な

い
。

縄

贈
統

計
殊

に
物
償
統

計

に
就

い
て
論

じ
た
最

初

の

も
の
は
、

↓
九
〇

一
年

に
獲
炎

さ
れ

た
伯
林

の
農

産
物

市
場

ご
、
飽

の
市
場

・こ
の
關
係

に
就

い
て
研
究

し
セ

フ

ッ
カ
ー
氏

の
業
績

で
あ
る
。
、
氏
は

ベ
ル
リ

ン
の
日

々
の

}

穀

償
ど

リ

バ
プ
ー

ル
及

シ
カ
ゴ
の
日

々
の
穀

償

の
照
慮

を
算
出

し
た

の
で
あ

る
が
、

そ
の
結
果
は

、
不
規
則

で

・
且

つ
不
満

足

の
も

の
で
あ

っ
た
の
で
、
債
絡
自
膿

の
代

…
り

に
日

々
の
穀
償

の
攣
動

を
照
癒

せ
し
む

る
事

が
適

切

一
で
あ

る
ご
考

へ
、

そ

の
研
究
を
試

み
た

の
が

一
九

〇
五

年

の
論
文

で
あ

る
。
此

の
両
者
を
比

較
し

て
見

る
の
に

後

者

に
於

て
は
、

そ

の
係
数

は
少

で
あ

っ
た
が
、
結

果

は
よ
b
正

し

い
も

の
ご
盲
は

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
同

じ
論
文

に
於

い
て
、
氏

は

、
短
期
澗

の
照
慮

の
み
を
必

第
十
入
谷

(錆

三
號

一
四
九
)

六
九
九
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雑

録

照
鷹
の
理
論
♂
.胤
會
及
経
済
統
計

要

ε
す

る
場

合

に
は
長
期

の
緩

慢
璽

化
を

無
観
す

る
に

就

い
て
有

益

な
説

明
を

加

へ
て

る
る
。
此

の
説

明

に
用

ひ
た
材

料
は
、

ア
イ
オ

ワ
州

の
玉
蜀
黍

の
値
段

ε
北
米

合
衆
国

全
艦

の
玉
蜀
黍

の
生
産

額

ご
の
關

係
で
あ

っ
た

が
、
此
所

に
は
之

を
省
略
す

る
。
尚

理
論

L⊥
の
黙

に
就

い
て

フ
ッ
ヵ
1
及

ユ
ー

〃
の
短

い
共

同
論

文

に
於
け

る

説
明

は
そ
れ
自
身

興
味

め

る
事

で
あ

る
が
、

そ
の
概
要

を
紹
介
す

る
機
會

は
之
を
他
日

に
得

た

い
ご
思

っ
て
み

る

。ヂ

エ
ー
、

ビ
ー
、

ノ
ー

ル
ト

ソ
博
士

は
、

一
九

〇

一

年

、
紐

育

の
金
融

市
場

に
関

し
、
最

も
興
味

あ
る
研
究

を
ば

一
小
潮
子

ぐ」
し
て
之
を
護
表

し
た
齢
、
此

の
書
中

に

於

て
照
惹

万
法

が
自
由

に
且

つ
爺
際

よ
く
用

ひ
ら

れ
て

る

る
の
を
見

る
、
亜
米
利

加
の
諦

銀
行

の
預
金
準
備

金

ビ
、
割
引
牽

オ
の
照
慮

を
示

し
た
衰

を
掲

げ

て
み
る
が

そ
れ
ら

の
直
接

の
適
用

は
別

ご
し
て
も
、
そ

の
表

に
於

け

る
復
蹄

(HΦ㈹
「o
罐
δ
昌
)
が
、
非
常
…に
、
申置
綿
…的

で
な

い
黙

か
ら

、成

る
特
殊

な
興
味

を
起

さ
し

め
る
。
即
ち

、
.

實
際

、

そ
れ
は
直

圓
錐
曲
線

に
よ
り
緻
廠

に
識

か
れ
て

る
る
の
で
あ
る
。

又

ノ
ー

ル
ト

ソ
博
士

は
、
或

る
週
期

第
十
八
巻

(第
三
號

[
玉
O
)

七
〇
〇

的
攣

化

の
問

ρ
慰
慮
を
ば
、
短
期
華

壇

の
方
法

に
依

っ

て
論

じ

て

み
る
が
然
し
、
彼

は
、
短
期
雫

均
を
得

る
た

め

に
は

フ
ツ

ヵ
1
の
様

に
僅

の
数

の
牛

均
を
用

ふ
る
代
り

に
補
間

法
"8
施

し
た
覇

数
曲
線

を
用

ひ
て
み

る
。

か
く

し

て
準
備

金
ご
、
同
じ
遡
及
直

ぐ
次

の
週

に
於
け

る
貸

附
金

の
製
化

ぜ
の
照
惚

に
就

い
て
、

彼

は
、

O

・
四
人

九
、
○

二
八
一
五
.

○
・
八
七
.
↓、
○

・九
五
八

、
○

・九

一
四

の
値

を

得

π

、

貸
附

金

の
年

々
の
愛
化

の
最
高

は
、
準
備

金
の
最
高
の
約
三
週

間
後

に
起

る
事
が
明

か

ε
な

っ
た

の
で
あ

る
。
此

の
他

、
金
融
統
計

に
聞

し
、

此
所

に
引

用

の
閏
来

る
照
悲

の
研
究
は

、

エ
ム
、

ツ
ー

シ
ユ
の
研
究

で
あ

る
。

そ
の
論

文

に
於

い
て
は
、
彼

は

準
備

、
割
引
、
預
金
及
支

彿
等

に
關

し
て
、
佛
蘭

西

銀

行

の
年
報

を
そ

の
材
料

に
し

て
み
る
。

経

濟

及
就
曾
統
計

の
問
題

ご
密
接

な
關

係
を
持

っ
て

み
る
の
は
、
産
業

に
及

ぼ
す

そ
の
自
然
的

環
・境

の
影
響

で
あ

る
。
従
来
、
常

に
問
題

ε
な

っ
て
み

る
の
は
、
農

業

に
及

ぼ
す
氣
候

の
影
響

で
あ
る
が
、
特

殊
な
工
業

に

於

い
て
は
氣
候

は
勿
論

、
種

々
の
自

然
的
愛

化

ε
密
接

な
…關
係
が

あ
り
、
殊

に
製
造

工
業

に
於

て
撚

り

で
あ

る
。
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我
国

に
於
け
る
寒
天
製
造
の
如
き
好
個
の
適
例
・し
言

は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
聾
而
て
農
業
林
業
ご
共
に
我
国

に
於
け
る
か

、
る
問
題
`
し
て
重
要
な
る
は
、
水
産
業

に
及
ぼ
す
自
然

の
影
響
、
・
特
に
漁
業

・し
海
群
輝
く化
の
如
…

を

ホ
き
照
慮
研
究

の
適

切
な

る
題
目

で
あ

る
ご
共

に
、
漁
業

研
究

よ
緊
要

の
事

で
め

る
。
兎

に
角

、産
業

に
謝
す

る
氣

…

候

の
影
響

に
就

い
て
、
前

問
題

・し
引
続

い
て

そ
の
研
究
…

を
紹
介

す

る
事
は
無
用

の
事
で
は
六
ゆ
い
が
、
そ
れ
は

、

全

べ
て
、
農
業

の
問
題

で
あ
り
、
然

か
も
牧
穫

ご
氣
候

ぜ
の
關

係

に
限
ら

れ
て
み

る
。

第

一
に
塞

ぐ
可

き
は
、

フ
ッ
ヵ
1
の
研
究

で
あ
る
が
、
、
そ

の
他
、

印
度
に
於

い

て
同
様

の
研

究

の
行
は

れ
た
事
を

ユ
ー
ル
は
記
し

て
み

る
。
看

の
研
究

の
要
旨

を
記
せ
ば
、
氏
は
十
個

の
異

っ

た
作
物

に
就

い
て
調
査

し
、
年

々
の
肢
穫

の
統
計

二
十
…

一
ケ
年

に
亘

る
も

の
を
根
糠

こ
し
て

み
る
。
而

て
、
無

候

の
要
素

ご
し
て
は
、
降
雨
量

及
華

氏
四
†
二
度

以
上

の
温

度
の
総

和
を
以

っ
て
之

に
當
.て
た

の
で
あ
る
。
氣

候
の
諸
要
素

は
、
八
週

間

を
期
間

証
し

て
、
李
均

せ
ら

れ
、
牧
穫
は
前

の
牧
穫

よ
り
も
以
前

の
特

に
迄
湖

っ
て

普
通

の
刈
入
れ

に
近

く
或

ば
寧

ろ
そ
れ
よ

り
邊
れ

た
特

雑

録

照
慮
の
理
論

、こ
肚
會
及
鰹
濟
統
計

か
ら
各
、
八
週
間

の
間
隔
を
以

っ
て
、
氣
候
ご
照
臆
せ

し
め
だ
の
で
あ
る
。
即
ち
成
年
の
氣
候
は
、
作
物
の
種

子

の
性
質
に
影
響

し
、
從

っ
て
、
闘
接
に
次
年
の
作
物

の
生
産
高
に
影
響
す

る
か
ら
、

一
時
期
の
包
括
す
る
範

…
國
は
作
物
の
播
種

さ
れ
る
飲
程
前
に
迄
及
ぷ
必
要
の
あ

る
事
が
知
ら
れ
陀
の
で
め
る
。
邸
ち
之
を

一
般
的
に
盲

へ
ば
、
更

篤
そ
の
結
果
は
、
よ
い
種
子
の
必
要
な
條
件

ご
豊
作
に
必
要
な
條
件
ご
は
、
相
樹
立
す

る
も
の
な
る

事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
私
は
か
、
る
研
究
を
見

る
に

つ
け
て
我
国
の
漁
業
の
豊
凶
を
考
察
す
る
場
合
に
、
そ

の
漁
期
に
於
け
る
海
洋
の
状
況
ε
の
關
係
ば
か
り
で
な

く
三
年
乃
至
四
年
前
に
於
け
る
産
卵
期
一の
櫃
能
鯉ピ
の
關
…

　

係
を
調
査

す
る

の
必
要

を
痛

切

に
威
す

る
も
の
で
あ
.る

最
後

に

エ

コ
ノ

・、・
ソ
ク
ヂ

ヤ
ー
ナ

ル
に
於
け
る

り
一

わ

り

…
嬢

の
小
論

丈
-
は
新
境
地

を
開

い
把
も

の
で
あ

る
.事
を

紹
介

し
て

お
き
た

い
。
、リ

ー
嬢

は
、
商
務
局

の
調

査

に

依

っ
て
或

る
勢
働

組
合

に
於

て
失
業

せ
諏
も
の

、
百
分

率

ε
、

全
部
叉
は
主

ε
し
て
、
既
成

品

の
鹸
…入
額

に
於

け

る
年

々
の
増

加
摩

ご
ル
照
慮

せ
し

め
、

正
照
慮

O

・

、
=
=

を
得
…π
。
失
業

せ
諏
も

の

、
増

加
牽
を

ば
、
既
成

第
十
八
巻

〔第

三
號

一
五

こ

七

〇

一

芸 寒 天 に 聞 す ろ 調 査 報 告(木 村 金 太 郡)第 二 十 六 頁 以 下
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雑

録

照
雁
の
理
論
こ
醍
會
及
雛
濟
統
計

品

の
輸
入
増

加
率

に
就

い
て
見

る
に
、

そ
の
照
慮
は

、

+
○
・
四
七
で

あ
る
。
此

の
故

に
結
論
を

興

へ
て
、
既
成

口叩
の
輸
入
は
　

以
上
の
仕
妻

妨
げ

鍛

忽

か
、

　

そ
れ
を
培

ふ
も
の
で

あ
る
ε
、
ヅ

ー
嬢

は
説
明

し
た
の
一

で
あ

る
。

然

し

ユ
ー
ル
は
、
「
此

の
與

へ
ら

れ
π
結
果
は
.

圭

ご
し
て
貿

易

の
軍
期

間

の
璽
化

に
俵

る
も
の
で
、
俄

景
氣

の
貿

易

の
期
間

に
於
て
は
、
輸

入
は
堆

し
.
仕

事

は
増

加
す

る
わ
け
で

あ

る
、
右

の
方

法
は

、
長
期
攣
化

一

の
存
在

乃
至
は

、
長
期
墾

化
の
關
係

に
就

い
て
、
他

の

事
項

を
説

明
す

る

に
適

當

ビ
は
考

へ
ら
れ

な

い
」

ε
吉

っ
て
み

る

、

以
上
は

ユ
ー
ル
が
、

そ
の
全
て
を
利
用
す

る
事
は
出

楽
な

い
ご
断

っ
て

あ
る
中

を
叉

私
が
任
意

に
選
挿

し
陀

も

の
で
あ

る
か
ら
、
照
慮

理
論

の
肚
曾
及

経
済
統

計

に

於
け

る
利
用

に
就

い
て

の
獲
達

を
充

分
明

に
す

る
事
は

出
楽
な

か

つ
セ
か
も
知

れ
な

い
。
然

か
も
、

そ
れ
は

、

一
九

〇
九

年
以

前

の
文
献

に
限

ら
れ

て
そ

の
後

に
及

ん

で
お
ら

な

い
の
で
あ

る
。
佃
此

の
問

に
於

い
て
、
本

問

題

ε
は
別

に
、
生
物
畢
研

究

の
た

め
の
照
懸

論
の
慮
用

に
就

い
て

の
文
献

は
極

め

て
数

多

い
で
あ
ら

う
が
、
此

第
十
八
巻

(第

三
號

一
五

二
)

七
Q
二

所

に
は

全
く
そ
れ

に
燭

れ
て

お
ら

な

い
。

此

の
黙

に
就

い
て
は
少
し
古

い
.け

れ
ざ
も
ヴ

エ
ル
ノ
ー

ソ
の

「,動
植

ホ

物
に
於
け
る
攣
異
」
は
そ
れ
に
關
す
る
多
く
の
研
究
を

載
せ
紹
介
し
て
み
る
か
ら
、
参
考

に
資
す

る
事
が
出
来

る
。前

に
も
述

べ
紀
様

に
照
鷹
方
法
を
施
す
計
撒
は
乏
を

頻
繁
敷
系
列
の
場
合
ε
、
塒
.ε
共

に
愛
す
る
計
数
を
扱

ふ
場
合

ご
を
匠
別
す
る
事
が
出
来
る
が
、
前
者
は
普
通

塩
物
學
的
研
究
に
用
ひ
魚
鱗
の
年
輪
乃
至
は
年
齢
ざ
、

艦
長

の
關
係
或
は
人
勝
諸
器
官
の
關
係
の
如
き
を
測
定

す
る
場
合
で
あ
b
、
後
者
は
、
穀
償
ε
婚
姻
拳
の
關
係

の
如

き
、
物
償
ε
犯
罪
の
關
係

の
如

き
、
常

に
、
聴
の

纏
過

ご
共

に
計
数
に
増
減
.璽
化
を
見
る
も
の
で
、
か
、

る
場
合

に
於
て
は
そ
の
攣
化

の
歌
勢
は
之
を
、
長
期
の

傾
向
を
.窺
ふ
場
合

ε
、
.短
期
間
の
受
動
の
關
係
を
主
眼

ε
す

る
場
合
ご
に
依

っ
て
之
を
知
る
方
法
が
、
自
然
に

異

っ
て
來
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
以
上
述

べ
た
照
悉
方

法
の
獲
達
は
、
後
者
の
場
合

に
就

い
て
、
軍
に
普
通
の

頻
繁
薮
系
列
の
場
合
に
於
け
る
計
算
法
に
依
ら
な

い
で

箕
術
平
均
に
代

へ
て
、
移
動
雫
均
を
用
ひ
、
或
は
、
計
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一一

一

敷
自
膿
に
依
ら
な

い
で
そ
の
差
を
以

っ
て
媚
態
計
算
を
.

試
み
る
方
法
等
が
考

へ
出
さ
れ
た
事
は
之
を
既

に
述

ゴ

た
所

で
あ
る
。
そ
の
後
に
至

っ
て
夏
に
此
の
方
法
は
"と

ぜ
　

ア

ソ
ソ
に
依

っ
て
獲
展

さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
此
威

に
一

は

ユ
ー

ル
に
從

っ
て

一
九

〇
九
年
以
前

の
研
究

の
み

巳

關

し
淵
後

の
研
究

は
之

を
他

日
に
譲

る
次
第

で
あ

る
。
.

」一

、
～
…
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一

～
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